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 現行計画策定以降、上位計画や社会潮流等の変化を踏まえ、新たに見えてきた課題を整理し、次期計画における都市づくりの新たなテーマを設定する。  

 

（２）現行計画の評価について ４ 

 

 

基本目標１ 思いやりとふれあいのあ

る協働のまち 

 

基本目標２ 心豊かで文化を育む人づ

くりのまち 

 

基本目標３ 豊かな自然と調和する共

生のまち 

基本理念 

誇り 

 

 

基本目標４ 元気があふれる健やかな

まち 

 

基本目標５ 支えあいと笑顔あふれる

思いやりのまち 

 

基本目標６ いつまでも住み続けたい

安全・安心のまち 

基本理念 

やさしさ 〜新しい安心づくり〜 

 

 

基本目標７ 便利で快適に暮らせるま

ち 

 

基本目標８ 賑わいと創造性を感じる

活力あるまち 

 

基本目標９ 持続可能な自立した地域

経営のまち 

基本理念 

活力 〜新しい元気づくり〜 

総合計画 

（基本理念と基本目標） 

都市づくりの方向性 

（キーワード） 

都市づくりの基本理念と目標 

参加と協働 

歴史文化の継承 

環境共生 

健康長寿 

コミュニティ 

安全安心 

暮らしやすさ 

都市活力 

都市経営 

 

都市づくりの理念１ 

公共交通を軸にした 

生活圏で暮らせる都市

・都市と自然の健全な調和 

・歩いて暮らしやすい都市づくり 

都市づくりの理念２ 

力強さを持続する都市 

・既存産業の振興、新たな産業の

創出と受け皿づくり 

・「選択と集中」による効率的な公

共投資、公共施設等の長寿命化 

都市づくりの理念３ 

環境と共生する都市 

・水と緑に包まれた都市づくり 

・自然環境の特色や魅力を体感で

きる場づくり 

都市づくりの理念４ 

安全・安心な都市 

・大規模災害に備えた都市づくり 

・誰もが暮らしやすい都市づくり 

・市民の健康を支える都市づくり 

都市づくりの理念５ 

歴史・文化を継承・活用する都市 

・歴史・文化資源を活用した魅力

と多様な交流の創出 

・郷土の誇りや愛着の醸成 

都市づくりの理念６ 

・まちづくりの担い手の多様化・

活性化 

資料３―２ 

〈現行計画〉 〈新たな都市づくりのテーマ〉 

H30～各務原市 
産業振興ビジョン 

  産業振興における個別計画 

産業用地確保の迅速化 

R6 各務原市 
工業用適地調査 

持続可能な 

教育環境の整備 

児童生徒数の減少 
 学校適正規模・適正配置の見直し（R7～） 

学習スタイルの変化 

防災や地域コミュニティの拠点 

学校施設の老朽化 

多様性への対応 

 

R7～各務原市総合計画 
  人口減少・少子化対策を最重要

プロジェクトに位置付け 

R4～各務原市立地適正化計画 
・公共交通を軸とした集約都市構
造を目指し居住誘導区域を設定 

・市街化調整区域においても小学
校や駅周辺においては、人口密
度を維持する目標値を設定 

各務原市の人口傾向 
・全体としては H22 年以降減少 

・少子高齢化の進展 

・市街化区域内はゆるやかに増加傾向 

・市街化調整区域の人口減少が顕著 

コンパクト・プラス・ネットワーク 

市街化調整区域の鉄道駅周辺に

おける土地利用 
 

拠点となる公共施設周辺の既存

コミュニティの維持 

人口減少を踏まえた 

コンパクトなまちづくり 

R6～地域計画 策定予定 
・農地の集約化を図るため、農用地区 

等の設定 

人・農地プランから地域計画へ 
地域での話合いにより目指すべき将来

の農地利用の姿を明確化 
優良農地の保全 

各務原市緑の基本計画 
（R6.R7 改定） 

グリーンインフラの推進 

民間活力の活用 

各務原市地域防災計画 激甚化する自然災害 
（南海トラフ地震、集中豪雨等） 

防災・減災まちづくり 

R6～都市再生整備計画 
那加 fromPark 構想 

「居心地が良く歩きたくなる」 

まちなかづくり 

～ウォーカブルなまちなかの形成～ 

ウォーカブルな 

まちづくり 

最近の動向 新たな視点 上位・関連計画 

秩序ある土地利用の検討 

R2～各務原市学校適正規模・  
適 正 配 置 等 に 関 す る       
基本計画 

・適正化すべき小規模校の範囲を定

めるとともに、各小中学校の児童

生徒数の将来推計を実施。 

・早急に適正化を行う水準ではない

ため、引き続き注視していく方向

を示す。 

産業用地の確保に向けた土地利用
の迅速化 

・地域未来投資促進法に基づく岐阜県基

本計画策定（県・R6～） 

・重点促進区域内における市街化調整区

域の開発許可の緩和（工場、研究施設等

対象） 

工業の受け皿不足 

グリーンインフラ 
社会資本整備や土地利用等のハード・ソフ

ト両面において、自然環境が有する多様な

機能を活用し、持続可能で魅力ある国土・

都市・地域づくりを進める取組 

PFI 事業 
・新総合体育館・総合運動防災公園（整備中） 

Park-PFI 制度の活用 
・KAKAMIGAHA PARK BRIDGE（R3.3） 

・木曽川前渡南公園（R6.12） 


